
４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画（アクションプラン）の概要

１．一般向けの周知
（１）４Ｋ・８Ｋ放送の魅力・視聴方法の周知
①イベント等を活用した周知
ａ）関係業界全体による４Ｋ・８Ｋ放送周知イベント
・ ２０１７年１２月１日に、実用放送開始１年前セレモニーを開催し、４Ｋ・８Ｋ放送の普及・推進に向けた関係者

の決意を示すとともに、メディアを通じて１年後の実用放送開始を広く周知・広報【Ａ-ＰＡＢを中心に全構成員】

・ 実用放送開始１年前に合わせて、４Ｋ・８Ｋ放送及び放送分野以外の利活用に関する展示を実施【ＮＨＫ】

・ 実用放送開始半年前その他の節目に、周知・広報に資するイベントの実施を検討【Ａ-ＰＡＢを中心に全構成員】

ｂ）関係団体が主催するイベント等
・ ケーブルコンベンション、ＣＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ、Ｉｎｔｅｒ ＢＥＥその他の関係団体が主催するイベント等

において、４Ｋ・８Ｋ放送の周知・広報用ブースを出展すること等により、４Ｋ・８Ｋ放送の魅力や視聴方法等の
周知・広報を実施【Ａ-ＰＡＢ、ＮＨＫ、衛放協、ケーブル連盟、民間放送事業者、ＪＥＩＴＡ】

ｃ）国際的なスポーツ大会等と合わせた周知
・ 国際的なスポーツ大会の開催期間に、ショールーム等の一般の人の来場が見込めるスペースや、家電販売店の店頭

（家電量販店約３,２００店舗、電器店約１５,０００店舗（目標））において、４Ｋ・８Ｋ放送の魅力や視聴方法
等の周知・広報を実施【ケーブル連盟、民間放送事業者（ケーブル）、ＪＥＩＴＡ、家電協、全国電商連 等】

・ 国際的なスポーツ大会の開催期間以外でも、４Ｋ・８Ｋに関するイベントを開催し、又は他のイベントの場を活用
し、全国において４Ｋ・８Ｋ放送の魅力や視聴方法等の周知・広報を実施【総務省、Ａ-ＰＡＢ及びＮＨＫを中心に
関係構成員】

４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画（アクションプラン）は、４Ｋ・８Ｋ放送の普及・推進に当たっての周知・広
報に関し、４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会におけるこれまでの議論等を踏まえ、２０１８年１２月からのＢＳ・東経１１
０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ実用放送（以下「実用放送」という。）の開始に向けた具体的取組を取りまとめたものである。

４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会の構成員をはじめとした関係団体・事業者及び総務省は、今後、本計画に基づき、連
携・協力して取り組むこととする。
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②業界ごとの特徴や強みを活かした周知
ａ）放送事業者等による周知
・ ４Ｋ・８Ｋ試験放送を通じて４Ｋ・８Ｋ放送の魅力等の周知・広報を実施【Ａ-ＰＡＢ、 ＮＨＫ、ケーブル連盟、

民間放送事業者（ケーブル）】

・ ２０１７年１２月から実用放送開始までの間に、周知・広報のための番組等を放送【ＮＨＫ、民間放送事業者】

・ ２０１８年９月頃までに、同年１２月からの実用放送の番組編成を発表【ＮＨＫ、民間放送事業者（衛星）】

・ ２０１７年１０月から２０１８年３月まで、毎月１回以上、全国各地で４Ｋ・８Ｋ大画面パブリックビューイン
グを実施【ＮＨＫ、配信機構】

ｂ）家電販売店における周知
・ ２０１７年１０月以降、家電販売店の店頭（家電量販店約３,２００店舗、電器店約１５,０００店舗（目標））

において、一般の人が４Ｋ・８Ｋの魅力に触れる機会を広く提供するとともに、受信設備や視聴方法等に関する周
知・広報を実施【家電協、全国電商連、ケーブル連盟、民間放送事業者（ケーブル） 等】

③サービス呼称、ロゴ・マーク及び周知用素材の作成・活用
・ ２０１７年１２月に、４Ｋ・８Ｋ放送に関するサービス呼称及びロゴ・マークを公表【Ａ-ＰＡＢ】

・ ２０１７年１２月に、４Ｋ・８Ｋ放送の視聴に必要な情報等を盛り込んだ改訂版の周知・広報用リーフレットを
作成し、展開（その後も定期的に改訂を実施）【Ａ-ＰＡＢ】

・ ２０１８年１０月までに、周知・広報用の共同ホームページ及びプロモーションビデオを作成【衛放協、民間放
送事業者（衛星）】

・ サービス呼称、ロゴ・マーク、周知・広報用リーフレット、周知・広報用動画等を積極的に活用し、統一感のあ
る周知・広報を実施【Ａ-ＰＡＢ、ＮＨＫ、衛放協、ケーブル連盟、民間放送事業者、家電協、全国電商連 等】
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（２）ＢＳ右旋の帯域再編の周知
・ ２０１７年１２月に、ＢＳ右旋の帯域再編(※)に関する計画を公表【Ａ-ＰＡＢ】

※ ＢＳ右旋の第７ｃｈを４Ｋ放送に使用可能となるよう実施される帯域の削減及び
削減された帯域の集約（既存の２Ｋチャンネルの周波数移行）

・ ＢＳ右旋の帯域再編に伴い、一部のテレビ等において再編直後に一時的に番組の視聴ができなくなる等の可能性が
あるため、帯域再編の実施時期及び対処方法等について、２０１７年１２月以降、ホームページを通じた視聴者への
事前周知を実施【Ａ-ＰＡＢ、ＮＨＫ、衛放協、ケーブル連盟、民間放送事業者】

・ ２０１７年１２月に、視聴者からの問合せ窓口を設置【Ａ-ＰＡＢ】

・ 周波数移行を行う１か月前から、継続的に放送による周知・広報を実施【ＮＨＫ、民間放送事業者】

（３）ＩＦ漏えい・左旋受信対応
・ 左旋による４Ｋ・８Ｋ放送の受信に伴い、アンテナで受信した信号が宅内の受信設備から外部に漏れて電気通信

サービス等に影響を与えること（ＩＦ漏えい）がないよう、２０１７年１２月以降、ＩＦ漏えいの可能性や対策等に
ついて、一般の人に対してホームページ等で周知・広報を実施【Ａ-ＰＡＢ、ＪＥＩＴＡ、ＣＡＴＶ技協】

・ ２０１７年１１月以降、ＩＦ漏えい対策工事の円滑な実施に資するため、技術講習会の受講済み工事店のホーム
ページでの紹介等を実施【Ａ-ＰＡＢ】

（４）４Ｋ・８Ｋ放送に関する相談対応
・ ２０１７年１２月に、４Ｋ・８Ｋ放送に関する相談対応のための「４Ｋ・８Ｋ放送コールセンター（仮称）」を設

置【Ａ-ＰＡＢ】
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２．関係業界内の取組
（１）４Ｋ・８Ｋ放送の魅力・視聴方法の周知
①関係業界内での情報共有
・ 効果的かつ効率的な周知・広報を行うため、実用放送番組編成の発表や、実用放送対応受信機・ＳＴＢの販売開始
に関し、関係団体・事業者間で速やかに情報共有【ＮＨＫ、ケーブル連盟、民間放送事業者、ＪＥＩＴＡ、メーカー】

・ 地域におけるイベントを活用した４Ｋ・８Ｋ放送の周知・広報に必要な人員、コンテンツ、機器、周知・広報用
リーフレット、周知・広報用動画等について提供【Ａ-ＰＡＢ、ＮＨＫ、民間放送事業者（ケーブル）】

・ ４Ｋ・８Ｋの認知度・視聴意向等の放送市場調査を半年に１回以上継続的に実施し情報共有【Ａ-ＰＡＢ】

②家電販売店における周知
・ ２０１７年１２月までに、家電販売店の店舗等向けの４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報用リーフレット、周知・広

報用動画、eラーニング教材等を作成し、提供【Ａ-ＰＡＢ】

・ ２０１７年１２月から実用放送の開始までに全国で６０回程度、４Ｋ・８Ｋの周知・広報用素材等を用いた店頭ス
タッフの知識習得のためのセミナーを開催【Ａ-ＰＡＢ、家電協、全国電商連】

（２）ＢＳ右旋の帯域再編対応
・ ＢＳ右旋の帯域再編の計画に合わせて、ケーブルテレビ加入者への告知計画を策定【ケーブル連盟】

（３）ＩＦ漏えい・左旋受信対応
・ 国において策定した衛星放送用受信設備に求められる技術基準を踏まえ、当該基準を満たす機器の製造・流通・販売、

工事が適切に行われるよう、２０１７年１１月から２０１８年３月までに、全国約３００カ所で、電器店、電気工事店
等の衛星放送用受信設備の施工業界等を対象とした技術講習会を開催【Ａ-ＰＡＢ、ＣＡＴＶ技協】

・ テレビ受信向上委員会が開催する電器店、電気工事店等を対象とした技術セミナーにおいて、左旋受信、ＩＦ漏えい
対策等に関する周知・広報を実施【Ａ-ＰＡＢ、ＮＨＫ、ＣＡＴＶ技協、ケーブル連盟、ＪＥＩＴＡ】

・ ２０１７年１１月から２０１８年３月にかけて、工事費に関する事例を含む集合住宅の改修に関する施工マニュアル
を検討・策定し、同年４月をめどに公表【ＣＡＴＶ技協】
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